第33回日本胎盤学会学術集会・第43回日本絨毛性疾患研究会　抄録作成について
· 次ページのテンプレート（ひな型）をご使用ください。
· DOC、DOCX形式のファイルのみ受け付けます。
· ファイル名は発表演者の氏名スペース所属「例）日医太郎　日本医科大学」でご作成ください。
· フォントは日本語：MSP明朝、英語・数字：Times New Romanを使用ください。
· フォントサイズは全て11Pでお願いします。
· 演者の記入について
発表演者を1番目にし、共同演者を2番目以降に入力してください。
氏名の間はスペース（全角）を入力してください。
演者の間は「，」（全角）を入力してください。
· 所属機関が複数ある場合・発表演者と共同演者の所属が違う等の場合、氏名の後にスペースは空けずに上付き数字（半角）で「1,2」と入力してください。
（例：日医　太郎1，日医　花子2，胎盤　太郎1,2，…）
· 所属機関の記入について
所属機関と所属部署の間はスペース（全角）を入力してください。
所属機関の間は「，」（全角）を入力してください。
所属機関の通し番号は、上記氏名番号（上付き数字）を元に入力してください。
所属機関および所属部署の後に上付き数字（半角）で「1,2」のように入力してください。
（例：●●●大学　産婦人科学1，▼▼▼大学病院　産婦人科2，…）
· 演題名および抄録本文の記入について
演題名：全角50文字以内、抄録本文：全角800文字以内＊で「【目的】，【方法】，【結果】，【結論】」等を明記して作成してください。症例報告などの場合は、上記のとおりでなくても結構です。（例：【緒言】，【症例】，【考察（結論）】等）
＊全角＝1文字、半角＝0.5文字として換算した文字数で作成をお願いします（空白を含む）
· 第33回日本胎盤学会学術集会の演題登録は、英文雑誌 『PLACENTA』 に掲載のため、和文抄録と併せて英文抄録（次のページ）の作成もお願いします。提出データがそのまま英文雑誌 『PLACENTA』に掲載されますので、記入の際、正確に入力してください。
英語抄録は、演題名：20 words以内、抄録本文：300 words以内で「Objective: ，Methods: ，Results: ，Conclusion: 」等を明記して作成してください。症例報告などの場合は、上記のとおりでなくても結構です。（例：Introduction: ，Case: ，Discussion（Conclusion）: 等）
· 抄録データの受領通知は、発表演者登録に記載されたメールアドレス宛へ送信いたします。
1週間経ってもメールが届かない場合または、抄録データがうまく送信できない時等は主催・運営事務局までお問い合わせください。
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	[bookmark: _Hlk192579850]［演題名］



	［発表演者，共同演者 氏名］


（例：日医　太郎1，日医　花子2，胎盤　太郎1,2，…）

	［所属機関名］


（例：●●●大学　産婦人科学1，▼▼▼大学病院　産婦人科2，…）

	［抄録本文］
【目的】

【方法】

【結果】

【結論】





※作成時には注意書き（赤字）を削除してください。





	[bookmark: _Hlk192176830]The 33rd Meeting of Japan Placenta Association

	[Abstract Title]


（例）Analysis of placenta-specific microRNAs... 
※最初の単語の先頭文字のみ大文字、それ以降は小文字で入力してください。

	[Name of Author(s)]


（例）Taro Nichii1, Hanako Nichii2, Taro Taiban1,2, …

	[Affiliation(s) of Author(s)]


（例）1Department of Molecular Medicine and Anatomy, Nippon Medical School, Tokyo, Japan; 2Department of Obstetrics and Gynecology, Nippon Medical School, Tokyo, Japan
※所属機関の後に、所在地（都市，国）の入力もお願いします。
※所属機関は改行せず、（;）で区切ってそのまま入力してください。
※所属機関はタイトルケース（Department of molecular medicine and anatomy…
→Department of Molecular Medicine and Anatomy…）で入力してください。
※そのまま英文雑誌 『PLACENTA』に掲載されますので、正確に入力してください。

	[Abstract Text]
Objective: 

Methods: 

Results: 

Conclusion: 





※作成時には注意書き（赤字）を削除してください。
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